
  

 
 

職員向け「認知症サポーター養成講座」を開催しました。 

 

津山信用金庫 

当金庫は、令和２年７月１４日(火)に、今年度入庫した新入職員を中心とした 10

人を対象に「認知症サポーター養成講座」を開催しました。社会の高齢化に伴い、窓

口業務を中心に高齢のお客様と接する機会も多くなっております。その為、認知症の

方やそのご家族のお気持ちに寄り添った対応が出来るようになる事が本講座開催の

目的です。講師を務めたキャラバンメイト渡邉氏と中川氏から、認知症の人と接する

際の基本姿勢として ①驚かせない ②急がせない ③自尊心を傷つけない の３つ

の「ない」が重要だと教えていただきました。 

接し方の具体的なポイントは「一定の距離を保ち、さりげなく見守る。声をかける

際は１人で、相手の視野に入ってから。言葉に耳を傾けゆっくりと対応する。」との

ことでした。続いて店頭での対応事例等への適切な対応方法を学ぶ映像や若年性認知

症の男性のメッセージ動画を視聴し、当事者が抱える不安を身近な問題として感じる

ことが出来ました。また認知症の方は記憶力が低下しても、自尊心は保ち続けていら

っしゃるため、その自尊心に配慮した対応が大切だと学びました。 

講座終了後には各役職員に認知症サポーターの証となるオレンジリングが手渡さ

れました。 

認知症サポーター養成講座は、地域住民や地域企業の従業員、学生など様々な方が

受講できます。今後も当金庫は他機関と連携しながらサポーターの増加に協力して参

ります。 
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（講座の全体風景）         （キャラバンメイトの渡邉様と中川様）    

 

     

作州地域の活性化応援信用金庫 

お問合せ先 

津山信用金庫 地域創生部 

TEL：0868-22-4136 


